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俗
に
山
菜
採
り
の
名
手
は
山
奥
に
入
り
、熊
な
ど
の

野
生
動
物
と
戯
れ
見
事
な
山
菜
を
手
に
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
旭
光
園
の
山
菜
と
り
名
人
で
あ
る

谷
川
茂
さ
ん
は
、
身
近
な
場
所
か
ら
ぱ
っ
ぱ
っ
と
い

と
も
簡
単
に
…
見
つ
け
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

春
は
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
ソ
デ
コ
、
竹
の
子
、
秋
は
サ

モ
ダ
シ
、
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
等
、
森
の
恵
み
を
ほ
ど
ほ

ど
頂
い
て
お
り
ま

す
。
山
菜
と
り
の
秘

訣
を
聞
く
と
「
近
く

て
良
い
場
所
を
い
っ

ぱ
い
知
っ
て
る
か
ら

～
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
山
菜
の
事

を
知
り
た
い
方
は
名

人
に
問
い
合
わ
せ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

平
成
29
年
10
月
１
日
（
日
）、『
第
15
回
弘
前
・
白

神
ア
ッ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
』
に
参
加
し
た
鎌
田
伊
織

（
か
ま
た　
い
お
り
）
さ
ん
は
、
19
歳
の
時
に
『
ア
ッ

プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
』
10
㎞
に
出
場
し
完
走
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
今
回
３
度
目
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。
現
在
23
歳
、
地
元
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
仲
間
と
の
交
流
で
刺
激
を
受

け
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
様
々
な

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
な
が
ら
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
し
て
い
く
こ
と

が
目
標
だ
と
話
す

鎌
田
さ
ん
。

　

ア
ッ
プ
ル
マ
ラ

ソ
ン
で
の
タ
イ
ム

は
、
４
時
間
４
分

38
秒
で
し
た
。

　
「
秋
と
言
え
ば
食
欲
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
山
郷
館

弘
前
グ
ル
ー
プ
で
は
カ
ル
チ
ュ
ア
ロ
ー
ド
へ
の
出
展
の

一
環
と
し
て
利
用
者
さ
ん
が
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
食
べ
て
く
れ
る
方
の
笑
顔
を
想
像
し
な
が

ら
１
つ
１
つ
心
を
込
め
て
袋
づ
め
を
し
て
完
成
で
す
！

　
両
手
が
使
え
な
く
て
も
口
が
使
え
た
の
で
、
何
か
に

挑
戦
し
た
く
て
書
道
を
始
め
て
か
ら
10
年
近
く
に
な
り

ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
と
ま
で
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
人
が
作

品
を
見
て
く
れ
て

感
想
を
聞
か
せ
て

く
れ
る
の
が
毎
日

の
生
活
の
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

木
浪　
昇
様

（
本
人
談
）

　
『
拓
光
園
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぱ
す

て
る
』
で
は
、
五
所
川
原
市
に
あ
る
『
津
軽
金
山
焼
』

で
陶
芸
体
験
を
し
ま
し
た
。
マ
グ
カ
ッ
プ
作
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
時
間
を
忘
れ
る
く
ら
い
夢
中
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
上
手
く
出
来
る
と
い

い
な
あ
～
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル
に
は
、
手
先
の
器
用
な

方
が
多
く
入
居
さ
れ
、
余
暇
活
動
の
一
環
で
手
芸
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
29
年
8
月
5
日
、
こ
れ
ま

で
作
り
上
げ
た
作
品
の
展
示
会
と
地
域
の
方
を
招
待
し

て
手
芸
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

「
お
や
つ
の
秋
」

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

「
書
道
の
秋
」

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

「
芸
術
の
秋
」

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

「
手
芸
の
秋
」

※『
２
０
１
７
函
館
マ
ラ
ソ
ン
』
完
走

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

「
山
菜
の
秋
」
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発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
研

修
は
、
発
達
障
害
児
・
者
へ
の
支
援
を
行

う
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
自
閉
症

関
係
施
設
職
員
等
の
実
務
に
携
り
、
一
定

程
度
の
実
務
経
験
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

講
義
と
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
加
盟

施
設
で
の
実
務
研
修
、
さ
ら
に
は
当
事
者

の
方
々
へ
の
支
援
や
事
例
研
究
を
通
し
て

関
係
機
関
・
団
体
及
び
地
域
の
核
と
な
る

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
養
成
研
修
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
日

本
で
は
発
達
障
害
に
対
す
る
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
の
不
足
か
ら
教
育
や
福
祉
の
現
場

で
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
お
ざ
り
に

さ
れ
、
理
解
不
足
や
間
違
っ
た
支
援
の
結

果
、
二
次
障
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
人
口
の
10
人
に
１
人
が
発
達
障
害
と

さ
れ
て
い
る
中
で
、
発
達
障
害
支
援
は
と

て
も
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
私
は
北
海
道
札
幌
市
に
あ
る
『
社

会
福
祉
法
人　

は
る
に
れ
の
里
』
へ
４
日

間
の
実
務
研
修
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

『
は
る
に
れ
の
里
』
は
主
に
発
達
障
害
へ

　

９
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ひ
ら
か
わ

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
・
元
気
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
員
を
務
め

て
き
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
平
川
市
産
の

農
産
物
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
開
催

さ
れ
、
地
場
産
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
と

桃
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
の
部
門
で
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
を
通
し
て
食
生
活
最
善
推
進
員

の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
達
と
出
会

え
た
こ
と
を
大
切
に
、
食
を
通
じ
て
の
地

域
貢
献
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

す
り
お
ろ
し
リ
ン
ゴ
の
和
え
物（
４
人
分
）

❶
鶏
胸
肉
は
茹
で
て
ほ
ぐ
す
。
き
ゅ
う
り

は
千
切
り
、
し
め
じ
は
茹
で
て
水
気
を

絞
り
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焦
げ
目
が
つ
く
ま

で
炒
め
る
。

❷
リ
ン
ゴ
は
皮
ご
と
す
り
お
ろ
し
、
ザ
ル

に
入
れ
軽
く
汁
を
そ
そ
ぐ
。
耐
熱
の
器

に
入
れ
電
子
レ
ン
ジ
８
０
０
Ｗ
40
秒
加

熱
。梅
干
し
は
種
を
抜
き
み
じ
ん
切
り
、

リ
ン
ゴ
、
梅
干
し
、
調
味
料
を
合
わ
せ

る
。

❸
①
と
②
で
和
え
る
。

1 人分食塩相当量 0.3g
67KCal

減
塩
メ
ニ
ュ
ー
紹
介

鶏胸肉皮なし	 100g
きゅうり	 80g
しめじ	 80g
リンゴ	 100g
梅干し（3％塩分）	 30g
レモン果汁	 小 1　1/2
ゴマ油	 小 1/2
ラー油	 少々

ひ
ら
か
わ
フ
ェ
ス
タ
に
参
加

旭
光
園
グ
ル
ー
プ管

理
栄
養
士　

舘
山　

郁
子

の
支
援
の
手
を
多
く
必
要
と
さ
れ
る
方
を

対
象
に
支
援
さ
れ
て
お
り
、
強
度
行
動
障

害
と
判
定
さ
れ
た
利
用
者
さ
ん
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
支
援
に
は
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｈ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

物
理
的
構
造
化
と
視
覚
的
構
造
化
を
す
る

こ
と
で
、
利
用
者
さ
ん
が
今
何
を
す
る
べ

き
か
、
こ
の
後
自
分
は
何
を
す
る
の
か
と

い
っ
た
、
見
通
し
を
持
っ
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
支
援
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
実
務
研
修
は
11
月
に
大
分
県
の

『
萌
葱
の
里
』
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
活
か
す
場
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
さ
ら
に
支

援
に
つ
い
て
の
知
識
を
習
得
し
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
対
し
て
よ
り
良
い
支
援
を
提

供
し
、
地
域
の
皆
様
に
も
発
達
障
害
に
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
に
参
加
し
て

拓
光
園
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぱ
す
て
る

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者　

佐
々
木　

直
通
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シ
リ
ー
ズ
「
か
だ
る
」

「
か
だ
る
」

新
し
い
家
族
が
増
え
ま
し
た
！

旭
光
園
グ
ル
ー
プ 

職
業
指
導
員　

船
水　
　

玲

　

今
回
は
シ
リ
ー
ズ
か
だ
る
の
企
画
を
頂

き
ま
し
た
の
で
私
の
事
を
少
し
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

旭
光
園
に
勤
務
し
て
７
年
に
な
り
ま

す
。
現
在
42
歳
、
既
婚
、
子
ど
も
が
３
人

お
り
ま
す
。

　

若
い
頃
は
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
サ
ッ
カ
ー

や
ス
キ
ー
・
水
泳
を
し
て
お
り
、
車
で
遠

出
す
る
事
が
多
く
、
休
日
は
家
に
居
る
事

が
ほ
と
ん
ど
無
い
く
ら
い
活
動
的
で
し
た
。

　

今
年
３
人
目
の
子
が
生
ま
れ
さ
ら
に
賑

　

９
月
22
日
「
万
作
の
会
」
の
狂
言
師
・

高
野
和
憲
さ
ん
と
お
弟
子
さ
ん
に
よ
る
狂

言
の
慰
問
が
行
わ
れ
、
施
設
の
利
用
者
さ

ん
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
伝
統
芸
能
の
魅

力
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

公
演
で
は
、
演
目
「
柿
山
伏
」
を
「
り

ん
ご
山
伏
」
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
狂
言
の
コ

ミ
カ
ル
な
動
作
や
独
特
の
せ
り
ふ
回
し

や
か
な
家
庭
と
な
り
ま
し
た
。
私
の
好
き

な
タ
レ
ン
ト
の
明
石
家
さ
ん
ま
さ
ん
が

「
生
き
て
る
だ
け
で
丸
儲
け
」
と
よ
く

言
っ
て
い
る
所
を
テ
レ
ビ
で
拝
見
し
ま
す
。

　

私
も
家
に
帰

り
、
子
ど
も
と
一

緒
に
ご
飯
を
食

べ
、
一
緒
に
風
呂

に
入
り
心
地
よ
い

寝
顔
を
見
て
の
晩

酌
に
幸
せ
を
感
じ

ま
す
。

　

今
は
２
才
の
娘

が
「
パ
パ
の
事
好

き
じ
ゃ
な
い
」
と

言
う
言
葉
を
聞

き
、
笑
う
こ
と
が

一
番
の
癒
し
で
す
。

に
、
会
場
は
大
き
な
笑
い
と
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

102
歳
の
利
用
者
さ
ん
は
、
10
数
年
ぶ
り

の
狂
言
に
と
て
も
感
激
し
た
と
話
さ
れ
、

花
束
を
受
け
取
っ
た
高
野
氏
も
元
気
な
102

歳
の
方
か
ら
の
花
束
は

初
め
て
だ
と
感
激
さ
れ

て
い
ま
し
た
。（
柿
山
伏

…
柿
を
盗
み
食
い
し
た
山

伏
と
懲
ら
し
め
よ
う
と
す

る
畑
主
を
描
い
た
演
目
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば

管
理
者　

岩
渕
さ
く
ら

狂
言
慰
問

　

9
月
17
日
（
日
）、
弘
前
市
土
手
町
で

行
わ
れ
た
、「
カ
ル
チ
ュ
ア
ロ
ー
ド
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
２
回
目
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
七
峰
会
の
テ
ン
ト
に
は
、
各
施
設

で
生
産
さ
れ
た
、
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
、
パ

ン
、
豆
腐
、
納
豆
等
の
食
品
の
ほ
か
、
利

用
者
の
方
々
が
手
作
り
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ

カ
バ
ー
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
の
販

売
コ
ー
ナ
ー
が
並
び
ま
し
た
。
電
動
車
い

す
の
試
乗
体
験
も
行
わ
れ
、
お
子
さ
ん
に

は
、
無
料
で
風
船
と
ク
ッ
キ
ー
が
配
ら
れ

ま
し
た
。天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

開
始
と
同
時
に
多
く
の
お
客
様
が
足
を
止

め
、
商
品
を
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
売
れ
行
き

も
上
々
で
、
お

客
様
か
ら
は
、

「
昨
年
も
食
べ

て
お
い
し
か
っ

た
の
で
ま
た
来

ま
し
た
。」
と

大
変
あ
り
が
た

い
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

法
人
の
取
り

組
み
の
一
端
を
地
域
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

出
展
を
続
け
、広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

法
人
本
部
事
務
局　

齋
藤　

憲
樹

カ
ル
チ
ュ
ア
ロ
ー
ド

出
展

　

平
成
29
年
9
月
26
日
（
火
）
法
人

本
部
へ
社
会
福
祉
法
人
弘
前
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
島
常
務
理
事
が
来
訪

さ
れ
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
へ

の
多
額
の
寄
附
に
対
す
る
感
謝
状
を

贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
役

職
員
一
同
、
募
金
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

法
人
本
部
事
務
局　

東
谷　

康
生

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た



4平成29年10月20日第112号峰のひかり

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム

主
任　

工
藤　
　

高

　

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
で

は
、
日
頃
の
取
り
組
み
や
支
援
の
経
過
に

つ
い
て
、
毎
年
「
実
践
発
表
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
平
成
29
年
8
月
7
日

に
開
催
し
「
夢
の
実
現
へ
」「
経
口
摂
取

へ
の
道
」
等
11
事
例
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
を
聞
く
こ

と
で
、
サ
ン
ア
ッ
プ
ル

ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
の
仲

間
で
あ
っ
て
も
中
々
知

る
事
の
出
来
な
い
他
事

業
所
の
取
り
組
み
や
思

い
、
そ
し
て
自
分
が
所

属
す
る
部
署
の
業
務
の

振
り
返
り
等
、
分
か
り

や
す
く
楽
し
く
知
る
事

が
出
来
ま
す
。

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
実
践
発
表

総合支援事業総合支援事業 障 が い 者 支 援 事 業障 が い 者 支援事業 高齢者介護事業高齢者介護事業 居宅介護
支援事業
居宅介護
支援事業

主 に 知 的・精 神 主 に 身 体・精 神

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル 

☎
○
２
７
７
８

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
い 

☎
○
２
０
１
３

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
・
保
育
園
ポ
ム 

☎
○
５
３
３
０

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
か
ば
」 ☎
○
１
８
８
８

97979795979797 373732 26

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
○
２
１
３
１

97

山
郷
館
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
○
０
２
５
０

96

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
○
４
５
２
４

82

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
○
２
１
０
０

95

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス　
☎
○
５
０
１
８

88

　
☎
○
５
０
１
８

88

七
峰
会
総
合
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ビ
リ
ー
ブ　
☎
○
５
７
４
０

82

旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

　
☎
○
５
１
５
５

57

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
拓
心
館

津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

自
立
訓
練
事
業
「
通
勤
寮
拓
心
館
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぁ
と

エ
イ
ブ
ル

就
労
訓
練
施
設
「
勇
心
学
園
」

生
活
自
立
寮
「
コ
ー
ポ
ラ
ス
よ
ろ
こ
び
」

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
７
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
８
０

☎
○
９
０
６
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

8282 37 82 82 82 82 82

障
害
者
支
援
施
設
旭
光
園

旭
光
園
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

福
祉
ホ
ー
ム
「
さ
わ
ら
」

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

57 57 57

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

山
郷
館
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
児
童
・
障
害
者

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

☎
○
２
２
１
１

☎
○
２
２
１
１

☎
○
７
３
０
０

☎
○
９
０
４
０

97 973337

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し

山
郷
館
く
ろ
い
し
（
短
期
入
所
）

福
祉
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
パ
レ
ッ
ト
」

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
ラ
イ
フ
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
花
り
ん
ご

☎
○
３
０
７
０

☎
○
３
０
７
０

☎
○
３
０
７
０

☎
○
５
０
１
８

☎
○
２
３
４
４

☎
○
９
３
４
５

5353535388 88

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園

拓
光
園
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
生
活
介
護
事
業
所
ま
い
せ
る
ふ

拓
光
園
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぱ
す
て
る

拓
光
園
日
中
一
時
支
援
事
業
所
ボ
ヌ
ー
ル

拓
光
園
共
同
生
活
援
助
事
業
所
ア
バ
ン
セ

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

96 96 96 96 96 96

　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
平
成
29
年

９
月
27
日
か
ら
９
月
29
日
の
日
程
で
第

44
回
国
際
福
祉
機
器
展
が
開
催
さ
れ
、

国
内
外
527
社
・
団
体
の
最
新
福
祉
機
器

２
０
，０
０
０
点
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

介
護
に
お
い
て
は
、
利
用
者
さ
ん
に

不
安
や
不
快
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な

『
安
全
安
楽
』
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
介
護
す
る

側
の
介
護
負
担
の
軽
減
と
い
っ
た
、
働

く
職
員
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
い
う
こ

と
も
重
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
視
点

で
移
乗
や
入
浴
に
関
わ
る
最
新
機
器
の

情
報
を
得
る
と
い
う
目
的
で
国
際
福
祉

機
器
展
の
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
車
い
す
等
の
移
動
機
器

や
入
浴
機
器
、
リ
ハ
ビ
リ
・
介
護
予
防

機
器
、
日
常
生
活
支
援
用
品
な
ど
様
々

な
種
類
の
福
祉
機
器
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
各
ブ
ー
ス
で
は
実
際
に
福
祉
機
器

を
目
に
し
な
が
ら
説
明
を
聞
い
た
り
、

福
祉
機
器
の
利
用
体
験
を
し
た
り
し
な

が
ら
、
介
護
さ
れ
る
立
場
で
の
視
点
か

ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
機
器
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、
介
護

現
場
の
環
境
整
備
も
含
め
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
良
質
で
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

次
長
心
得　

對
馬　

洋
樹

第
44
回

国
際
福
祉
機
器
展
の
視
察

各
施
設
グ
ル
ー
プ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

情
報
発
信
中
！

　

今
号
は
利
用
者
さ
ん
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
こ
と
や
活
躍
の
様
子
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
お
届
け
し
ま
し

た
。
皆
様
の
「
○
○
の
秋
」
は
い
か

が
で
す
か
。
実
り
多
い
秋
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。

編
集
委
員　

佐
藤　

路
子


